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１．は じ め に
　最近，初等・中等教育段階でのプログラミング教育が注目されている。
平成25年６月閣議決定された世界最先端 IT国家創造宣言の中で，「初等・
中等教育段階における教育の充実に努める」と明確に示され，英語などの
外国語によるコミュニケーション能力と並んでプログラミングを用いた
IT活用能力向上を国としても謳っている。以前より，電子黒板や電子教
科書をはじめとする ICT機器の充実やそれら ICT機器を活用した教育の
工夫が叫ばれていたが，その動きを更に高めようとする狙いがある。関係
部署である文部科学省や総務省がこの２，３年の間に，情報教育やプログ
ラミング人材育成の名目で予算化を行い，プログラミング教育の拡がりに
拍車をかけている。この拡がりの契機となったのが，マサチューセッツ工
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科大学（MIT）が開発した「スクラッチ（Scratch）」 1）というビジュアルプロ
グラミング言語である。無論，Scratch以外にも文部科学省が開発した
「プログラミン」 2）や NTTが開発した「ビスケット（Viscuit）」 3）等，数多く
の初等・中等教育向けのプログラミング言語が開発されている。
　プログラミング教育の教育効果として，以前より論理的思考能力，問題
解決能力，発想力（創造力）が鍛えられるとされている（総務省 2015；石
土 2015）。つまり，プログラムに必要な順次・繰り返し・条件分岐の基本
的機能を用いて筋道を立てて考える論理的な思考，プログラミング世界の
限られた空間の中での目的を達成するための問題解決の能力，そして，多
数の解決策の中から自分の解決法を考え出していく発想力（創造力）が必
要となる。この３つの能力の中で，論理的思考能力に関しては評価手法が
未だ確立されているとはいえず，学習プロセスを観察する必要があるとの
指摘（久野 2016）がなされている。また，論理的思考は社会人基礎力とし
ての必要能力となっており，知識基盤社会での生き抜く力の一つ（東京都
教育会 2013）としても挙げられている。
　初等教育に与えるプログラミング教育の影響については，兼宗（2003）
らによってオブジェクト指向プログラミングの教育効果が評価（兼
宗 2003）され，ライ（2011）らによって問題解決力の向上に寄与したこと
（Lai et al. 2011）が，パラダミン（2011）らによって創造力，問題解決力に
効果があったことが指摘（Paradamean et al. 2011）されて，その他，アンケ
ートなどの定性的な評価によってプログラミングの効果を測定（西田
他 2007）しているものが多い。
　そこで，本論文は，論理的思考能力に注目をして，小学校と中学校を主
1）　 https://scratch.mit.edu/
2）　 http://www.mext.go.jp/programin/
3）　 http://www.viscuit.com/
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とした初等・中等教育におけるプログラミング教育が論理的思考能力向上
にどの位寄与しているか？　というプログラミング教育の論理的思考力に
与える効果について研究を行った。具体的には，論理的な思考を問う論理
的思考力判定テスト ALT（Ability of Logical Thinking）テストを開発し，そ
のテストを初等・中等教育の受講生らに行ったプログラミング授業の前後
に実施し，その結果の考察を行うこととした。
２．プログラミング教育の現状
　近年，小学生や中学生の習い事にプログラミングをさせようとする動き
が活発になってきている。矢野経済研究所によると，お稽古・習い事市場
全体の１兆9,910億円市場のうち，パソコン関連は0.8％の159億円の市場規
模と試算（矢野経済研究所 2014）されており，内，子供（初等・中等教育年
齢）を対象とするのは，数10億円の規模と見込まれている。実際，リクル
ートが調査した子供に習わせたい事ランキング（2014年度）において，パ
ソコン関連（プログラミング）が第７位（『ケイコとマナブ』 2015年７月号）に
入る等，民間・非営利でのプログラミング教室，プログラミング関連講座
を行う団体・組織は急増している（図表１）。
　一方，小学校・中学校ではほとんどプログラミング教育は行われていな
い。文部科学省のモデル校として助成を受けている学校や ICT教育を強
力に進めている自治体や学校はあるものの，その数は限られている。電子
黒板，タブレット端末等の ICT機器を導入した教育方法の改善が迫られ，
ICT教育という枠組みの中で，プログラミング教育まで到達していないと
いうのが現状である。また，行われていない直接的な原因として，現場の
プログラミングを教える教員不足が挙げられる。現在，小学校でパソコン
を利用する授業については，総合学習の時間が利用され，パソコンの専門
家ではない他の科目の兼任として教員が対応していることが多い。中学校
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での「技術・家庭」でのパソコン利用に関しては，プレゼンソフト
（Microsoft PowerPointを代表する発表するためのソフトウェア）を利用したり，
インターネットで特定のテーマについて調べる等，調べた事柄を整理し他
の生徒の前で発表するツールとして活用されている。現場の教員自身も，
プログラミングの経験がないので教えることが出来ない現状がある。
３．論理的思考力の定義
　初等・中等教育における論理的思考力育成の重要性に関しては，半世紀
前から重要であることが指摘されている（久保田 2010）。ピアジェ（1958）
らが幼少期から思春期までの論理的思考の成長過程について分析（Piaget 
et al. 1958）し，その分析を基礎にしてシーゲル（1968）らが幼少期におけ
る論理的思考能力の重要性について言及（Sigel et al. 1968）している。論理
的思考を英語でロジカルシンキングと表現するが，同義語的な用語で，ク
リティカルシンキングがある。クリティカルシンキングを直訳すると批判
図表１　プログラミング教室・講座の数と開始時期
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（出所） 総務省「プログラミング人材育成の在り方に関する調査研究」
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的思考となるが，広義の意味においては，ロジカルシンキングで，合理
的，生産的，バランスの取れた考え方を示す。エニス（1986）は，クリテ
ィカルシンキングを「何を信じ，何をすべきかの判断のための，合理的な
反省的思考」と定義（Ennis 1986）し，スミス（1993）は「先入観を排し，
証拠を集め，仮説を慎重に考慮，評価して結論に達しようとする，論理的
かつ合理的な過程」と定義（Smith et al. 1993）した。また，井上（1998）は
言語教育でのクリティカルシンキングについて定義（井上 1989）している。
辞書，辞典を引いても，ロジカルシンキング，クリティカルシンキングに
関して，明確な定義はなく分野によって異なっている（道田 2003）ことが
分かる。本論文で考えるプログラミング教育から学べる論理的思考能力に
ついては，宮元（2001）の「適切な根拠（事実，理論等）を基にし，妥当な
推論過程を経て，結論・判断を導き出す思考過程，あるいは，所与の議
論・主張について，その根拠や推論過程の適切さを吟味する思考過程」と
いう定義（宮元 2001）が一番近いと思われる。よって，本論文における論
理的思考能力を，「与えられた環境の下で，創造的かつ妥当な推論過程を
経て，適切な理論を基に，矛盾なく筋道を立てて目標とする結果（事象）
を導き出す思考過程」と定義した。
４．論理的思考力判定テスト（ALTテスト）の開発
　前述のように，論理的思考力は重要とされてきているが，特にグローバ
ル化時代に入り，この力に注力する動きがある。国語においては，論理的
な言語運用能力の育成を掲げていたり，数学（算数）においては，論証問
題によって論理的思考力・表現力を向上させるなど，それぞれの科目にお
いて論理的な思考力は用いられている。このように論理的思考力はすべて
の科目等に入り込んでいるが，論理的思考力を訓練させるのみの授業は行
われていない。無論，この能力は大学，社会人にまで必要な能力であり，
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大学受験等の入試問題 4）に採用されていたり，就職の際に必要な SPI，
CAB，GAB 5）等の適性試験においても重要視されている。
　一方，昔より論理的な思考力を鍛える道具として，論理クイズやパズル
等が存在する。論理パズルとしての川渡り問題や，算数（数学）問題とし
ての蚊取り線香問題，メカニカルパズルとしてのハノイの塔，ペンシルパ
ズルとしてのナンバープレイス，計算パズルとしての虫食い算，言葉遊び
のアナグラム等100以上の種類のクイズ，パズルが開発されている。
　このような状況の下，トビン（1981）らによって TOLT（Test of Logical 
Thinking）（Tobin et al. 1981）やロードランガ（1983）らによって GALT
（Group Assessment of Logical Thinking）（Road rangka et al. 1983）が開発されて
いるが被験者への評価について，定性的な結果になっている。また，大場
らによる研究（大場他 2015）において，日本語の論理的文章作成力を問う
問題を作成しているが，解答が記述形式でこれも定性的な評価に留まって
いる。そこで，本研究においては，厳密に論理的思考力を測定するという
目的ではなく，創造的かつ妥当な推論過程を経て矛盾なく比較的短い時間
で解答でき，点数化出来る選択問題を作成し，論理的思考力の定量化を試
みた。特に，コンピュータ職の適性を目的とした試験である CABや GAB
を参考としながら，法則性の発見や命令表の作成や暗算等を問う問題を作
成した。
　問題のカテゴリーとしては，以下の６種類計400問をあらかじめ作成し，
種類ごとにランダム出題するものとした。
4）　長崎大学多文化社会学部　一般入試前期日程「批判的・論理的思考力テ　　　　　
スト（総合問題）」出題例，http://www.hss.nagasaki-u.ac.jp/exam/data.html
（2016年４月１日現在）。
5）　日本エス・エイチ・エル（SHL社）が作成，販売している IT企業中心に
使われている就職採用テスト。
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─　論理的文章構成問題
─　図形法則問題
─　計算基礎問題
─　分類整理問題
─　代入問題
─　流れ図問題
　それぞれの６種類の問題の例を図表２から図表７に示す。
図表２　論理的文章構成問題の例
や　お　や
や　お　や
や　お　や
ともだち
ともだち で　あ
はな
や  さい か
や  さい か いえ で
き  たく
問１　つぎの文章は，ケンタさんの行動の流れです。意味が通るように
　　 「？」にあてはまるものをえらんでください。
ぶんしょう こうどう なが い　み とお
野菜を買いに家を出る。
八百屋にむかう。
八百屋で野菜を買う。
　 ？
友達と話す。
帰宅。
がっこう
とう かいしゃ
（あ）ゲームセンターにいく。（い）お父さんの会社へむかう。
（う）八百屋へいく。　　　　（え）学校へむかう。
（お）友達に出合う。
分からない
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図表３　図形法則問題の例
問２　５つの図形があるルールにしたがってならんでいます。
　　　「？」にあてはまる図形としてふさわしいものをえらんでください。
ず  けい
ず  けい
A B C D E
分からない（あ）A （い）B　（う）C　（え）D　（お）E
図表４　計算基礎問題の例
問３　いま，つぎのような流れで計算が行われています。このとき，
　　　さいしょの数字が８だったとき，さいごの数字は何になりますか？
なが けいさん おこな
すう  じ すう  じ なに
分からない
はじめ
２をたす
８をたす
３をひく
１をたす
おわり
（あ）９　（い）15
（う）14　（え）10
（お）16
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図表５　分類整理問題の例
① ゆうとくん：５さい　　② しょうこさん：７さい
③ けいたくん：８さい　　④ だいきくん：12さい
⑤ まさやくん：11さい　　⑥ ちさとさん：９さい
⑦ さきこさん：12さい
問４　いま，ここに７人のこどもたちがいます。
にん
にん
にん
とうきょう す
み  まん
おとこ こ
いじょう
い　か
分からない
　この７人をあるルールでわけたところ，
　Aグループ：ゆうとくん，けいたくん，
　　　　　　   しょうこさん，ちさとさん
　Bグループ：まさやくん，さきこさん，
　　　　　　   だいきくん
（あ）東京に住んでいますか？　（い）９さい以上ですか？
（う）９さい未満ですか？　　　（え）10さい以下ですか？
（お）男の子ですか？
となりました。では，この７人をどういうルールでわけたのでしょうか。
「？」にあてはまるものをえらんでください。
はい いいえ
Aグループ Bグループ
？
図表６　代入問題の例
問５　つぎのような流れ図があります。
　　　Ｃにあてはまる数字は何になりますか？
なが ず
すう  じ なに
分からない
START
６→A
２→B
A×２→A
A＋B→C
END
（あ）８　（い）10
（う）11　（え）13
（お）14
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５．プログラミング授業の設計と実施
　前章で提案している ALTテストを実際にプログラミング授業の前後で
実施する際，どのようなプログラミング授業をするかという授業内容につ
いても重要であると考え，授業実施に関しても，自らが作成したカリキュ
ラムで行うこととした。初等・中等教育に適していると考えられている，
ビジュアルプログラミング言語を採用する際の採用基準は以下になる。
─　小学校低学年でも理解してプログラムが組めるもの
─　長時間，授業を受けていても飽きにくいもの
─　プログラミングの基本的な三要素（順次，繰り返し，条件分岐）の考
え方が分かりやすいもの
図表７　流れ図問題の例
問６　単語を入れると，ルールにしたがって①～④に分けられます。
　　 「くりすます」という単語を入れたとき，どこに分けられますか？
分からない
はじめ
７文字以上ですか？
も　じ い じょう
３文字以上ですか？
も　じ い じょう
たん  ご わ
たん  ご わ
文字数は偶数ですか？
も   じ   すう ぐうすう
（あ）①　（い）②　（う）③　（え）④　（お）⑤
も　じ
ぎょう ぎょう
さいしょの文字は，
あ行～な行のあいだですか？
① ② ③ ④ ⑤
いいえ
いいえ
いいえ
いいえ
はい
はい
はい
はい
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─　どの小学校にも導入しやすく，扱いやすいもの
─　短い時間である程度操作が理解でき，実現したいプログラミングが
初心者でも考えられる程度の難易度であるもの
　以上の採用基準にあてはまる言語を約10のビジュアルプログラミング言
語の中から検討した結果，文部科学省の「プログラミン」とMITの「ス
クラッチ（Scratch）」が適当と判断した。授業設計については，文部科学
省のプログラミング教育実践ガイド（文部科学省 2014）のモデル校の事例
を参考にして，設計を行った。
　実際の授業については，著者および著者の大学におけるゼミナールの学
生協力者をメンターとして運営した。プログラミング授業の実施時期，実
施校，テーマ，受講生に関しては，図表８に示す通りで，のべ約500名の
受講生に授業提供を行った。2015年８月・10月・11月実施の学習塾につい
ては東京都代々木の論理的思考力向上を目的とした塾であるロジム・クリ
エイティブ・ラボ（LCL）にて，2015年９月実施の付属中学校については
私立中央大学附属横浜中学校・高等学校にて，2015年９月実施のタイ協定
校については中央大学国際センターと交流のあるタイ王立プリンス・チュ
ラポーン・サイエンス・ハイスクール・チョンブリ校にて，2015年11月実
施の商業高校については長野県飯田 OIDE長姫高等学校にて行った。タ
イ受講生への授業提供については，英語にて英語版 Scratchを用いた。
　授業の段取りについては，プログラミング授業実施の前後に問題の違う
ALTテストを行った。具体的には，１）授業前３分間の ALTテスト（プ
レ ALTテスト：PreALTと表記）の実施（タイ受講生に対しては，日本語での
ALTが出来ないため，代用としてナンプレ），２）授業実施（プログラミングの
基礎（操作方法や考え方），発展（演習やオリジナル制作）），３）授業後３分間
の ALTテスト（アフター ALTテスト：AfterALTと表記）の実施，の３段階で
ある。
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６．プログラミング授業実施における結果と考察
　図表８に示すように時期やテーマが違った８つの場所で実施したが，ク
ラス数としては，のべ26クラスで実施した。ALTテスト結果を集計する
にあたり，受講生の匿名性を確保するために，各団体や各クラスでの番号
で処理している。前章で述べたように，授業前３分間で行った PreALT，
授業後３分間で行った AfterALTのそれぞれの結果を，解答数／正答数／
誤答数／パス数（問題の意味が分からない）で集計している（資料参照）。ま
た，2015年10月と2015年11月で実施した学習塾においては，ALT結果と
は別に，各４名の審査員によるプログラミングの成果（独創性／完成度／成
果物／発表力）を５点満点で点数化している。
　以下６つの視点で結果整理および考察を行った。
　結果・考察１）解答数と正答数の全体傾向（全体傾向およびクラス傾向）
　結果・考察２）解答数と正答数が上昇した受講者数傾向
　結果・考察３）正答数の上昇とクラスサイズとの関係
図表８　プログラミング授業実施の一覧
時期 場所 対象学年 テーマ 使用言語 受講生数
2015.8 学習塾 小3～小6 オリジナルことわざ作成 P/S 12名 ⑵
2015.9 附属中学校 中2 犬も歩けば棒に当たる S 200名 ⑸
2015.9 タイ・協定校 中3～高1 Scratch For Beginner S 240名 ⑽
2015.10 学習塾 小3～小6 ミライの乗り物 P/S 12名 ⑵
2015.10 学習塾 小3～小6 無人島サバイバル大作戦 P/S 16名 ⑵
2015.11 商業高校 高1 ミライの乗り物／
無人島サバイバル大作戦
P/S 12名 ⑴
2015.11 学習塾 小2～小5 ミライの乗り物 P/S 14名 ⑵
2015.11 学習塾 小2～小6 無人島サバイバル大作戦 P/S 16名 ⑵
（注）　1．受講生数の後の括弧書き内は，クラス数
　　　2．使用言語は P :  プログラミン，S :  Scratchを示す
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　結果・考察４）受講生の正答率の傾向
　結果・考察５）問題のレベルによる正答率の傾向
　結果・考察６）正答率の上昇と成果
　結果・考察１）解答数と正答数の全体傾向（全体傾向およびクラス傾向）
　解答数とは，受講生が取り組んだ問題数のことで，「（意味が）分からな
い」解答も含んだ数を比較した。正答数は，解答した問題の中で正解であ
った数である。
　図表９に示すように解答数 Kについて Kp = 7.62 から Ka = 10.19 と 33.7％
上がっており，論理的な思考を使用するスピードが上昇したと言える。正
答数 Sについて Sp = 6.44 から Sa = 7.49 と 16.3％上がっており，約１問分正
答した問題数も増えたことが分かる。図表10はクラスごとの解答数と正答
図表９　解答数／正答数の上昇
平均
K（解答数）
S（正答数）
PreALT
7.62
6.44
AfterALT
10.19
  7.49
12
10
8
6
4
2
0
K（解答数） S（正答数）
PreALT
AfterALT
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数の上昇率を表しており，マイナスの上昇率であった（正答率が減少した）
クラスは４クラスしか存在しなかった。
　結果・考察２）解答数と正答数が上昇した受講者数傾向
　図表11は，解答数，正答数が上昇した受講者数の傾向をクラスごとに纏
めたものである。PreALTと AfterALTを比較し，解答数に関し て，全体
の85％の受講生が，同じ解答数または解答数を上昇させていることが分か
った。正答数に関しても74％の受講生が同じ正答数又は正答数を上昇させ
ている結果になった。受講者の個々のレベルが一定ではないので，上昇率
に関しては差が生じるが，プログラミング授業を受講した70％以上の学生
が成果をあげていることが考察できる。
K（解答数）
S（正答数）
図表10　解答数／正答数の上昇率
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図表11　解答数・正答数を上昇した受講者の割合
クラス 受講者数 解答数上昇受講生 割合（％）
正答数上昇
受講生 割合（％）
Cls 1 6 6 100 5 83
Cla 2 6 6 100 3 50
Cla 3 37 37 100 33 89
Cls 4 36 34 94 30 83
Cls 5 35 34 97 28 80
Cls 6 37 37 100 31 84
Cls 7 35 32 91 29 83
Cls 8 24 19 79 13 54
Cls 9 24 22 92 16 67
Cls 10 22 18 82 15 68
Cls 11 24 21 88 14 58
Cls 12 24 20 83 19 79
Cls 13 16 13 81 12 75
Cls 14 23 20 87 13 57
Cls 15 23 22 96 16 70
Cls 16 24 18 75 19 79
Cls 17 23 20 87 15 65
Cls 18 5 5 100 5 100
Cls 19 6 5 83 4 67
Cls 20 6 1 17 3 50
Cls 21 7 5 71 5 71
Cls 22 6 4 67 5 83
Cls 23 7 5 71 6 86
Cls 24 7 6 86 7 100
Cls 25 7 7 100 5 71
Cls 26 12 11 92 9 75
Avg 85 Avg 74
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　結果・考察３）正答数の上昇とクラスサイズとの関係
　次に，正答数がクラスサイズと関係があるか（相関関係があるか）を調べ
るために，クラスごとに集計した正答数を上昇させた受講者比率とクラス
受講者をそれぞれの軸にとって，まとめたものである（図表12）。10名以下
のクラスではばらつきが大きく，25名前後，40名前後は２グループそれぞ
れで近い正答率が出る結果となった。図表12から分かるように，正答率と
クラスサイズにおいてはほとんど相関はなく，よって，40名程度までのプ
ログラミング授業においては，一定の効果のあることが考察できる。
クラスサイズ（人）
図表12　クラスサイズと正答上昇受講生率の相関
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　結果・考察４）受講生の正答率の傾向
　考察３までは，全体的やクラスごとのマクロ的考察を行ったが，考察４
においては，各受講生の正答率の傾向を比較することにする。正答率は，
正答数を解答数で割るもので，ALTテストの誤答数やパスした問題の数
も含まれることになる。図表13の値は，プログラミング授業後の After 
ALTの正答率が，授業前の PreALTの正答率よりも10％弱落ちていること
が分かる。図表14からも，約６割近い受講生が正答率を落としている。こ
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れは，解答数は上昇しているが，その上昇している割合よりも正答率が上
がっていないことである。ALTテストに対する“慣れ”によって，問題
を解くスピードが速くなり解答数を上げているが，逆に“疲れ”によっ
て，正確性が欠けて正答数を落とし，その結果正答率が減少したと考察で
きる。
　結果・考察５）問題のレベルによる正答率の傾向
　受講者ごとの集計に加えて，問題ごとに正答率を求める。ALTテスト
の若い番号は，基本問題にしてあるが，その基本問題における正答率を比
較すると，AfterALTの方が PreALTよりも正答率が低いことが分かる。
図表15は，2015年８月における学習塾実施の問題ごと正答率比較の例であ
るが，問１から問７まですべてにおいて，正答率は同じまたは減少してい
る。つまり，問題番号が若い基本問題 6）で正答率を落としていることが分
かる。考察４で述べているように，“疲れ”の影響で受講者の問題を解答
する姿勢が落ちていることが原因と考えられる。
6）　PreALTと AfterALTの問題は違う問題で，ランダムに選択された問題で
あるが，問題のレベルは同等の問題に設定している。
図表13　プログラミング授業前後の ALTテスト正答率の変化
PreALT AfterALT
正答率 85.6％ 76.8％
図表14　正答率が落ちた受講生の割合
n 正答率が落ちた受講者数 割合
正答率が落ちた
受講生割合 486 279 57％
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図表15　問題別の PreALTと AfterALTの正答率の比較
ALTテスト
（Pre） （After）
解答数 正答数 正答率（％） 解答数 正答数 正答率（％）
問１ 6 6 100 6 6 100
問２ 6 5 83 6 5 83
問３ 6 6 100 6 5 83
問４ 6 6 100 6 4 67
問５ 5 5 100 5 0 0
問６ 5 5 100 6 5 83
問７ 1 1 100 6 4 67
問８ 1 0 0 5 3 60
問９ 4 0 0
問10
問11
問12
　結果・考察６）正答率の上昇と成果
　章冒頭に述べたように，2015年10月と2015年11月の学習塾においての
ALTテストの比較に加えて，プログラミング授業での成果を審査員４名
で評価を行っている。プログラミング成果は各５点満点で，１）独創性が
あるか，２）完成度（機能は盛り込んであるか）は高いか，３）成果物の出
来栄えはどうか，４）発表態度（プレゼン）はどうか，という４項目の平
均で求められている。図表16は，全サンプル数（n = 44）に対する評価点，
プログラミング授業の後に実施する AfterALTの正答数と，PreALTテス
トを100としたときの指標を表している。図表17は，AfterALTテストの正
答数とプログラミング成果の評価点を比較した分布である。ばらつきが大
きく，正答数が高いと成果が高いということは言えない。つまり，受講生
自身の本来の能力差が AfterALTテストの結果に表れており，プログラミ
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図表16　正答数と成果物の評価の一覧
No Cls生徒番号
正答数
指標
AfterALT
正答数
成果
（5点満点）No
Cls
生徒番号
正答数
指標
AfterALT
正答数
成果
（5点満点）
1 19001 67 4 2.63 23 22004 133 4 3.19
2 19002 100 5 3.31 24 22005 100 2 2.94
3 19003 200 6 4.00 25 22006 50 1 3.00
4 19004 120 6 4.56 26 23001 83 5 2.94
5 19005 67 4 3.38 27 23002 111 10 3.88
6 19006 129 9 3.50 28 23003 100 5 2.38
7 20001 50 2 3.00 29 23004 125 5 3.50
8 20002 86 6 3.50 30 23005 275 11 4.06
9 20003 100 4 3.13 31 24001 100 3 3.56
10 20004 100 4 2.88 32 24002 117 7 3.44
11 20005 75 6 3.56 33 24003 150 6 3.56
12 20006 125 5 3.31 34 24004 300 6 3.50
13 21001 140 7 3.25 35 24005 100 6 3.56
14 21002 100 5 4.25 36 24006 100 5 3.75
15 21003 140 7 4.00 37 24007 400 4 3.63
16 21004 40 2 2.56 38 25001 114 8 3.81
17 21005 167 5 4.31 39 25002 160 8 3.69
18 21006 120 6 3.75 40 25003 90 9 3.81
19 21007 75 3 2.88 41 25004 117 7 3.31
20 22001 100 3 4.25 42 25005 83 5 3.25
21 22002 100 3 3.63 43 25006 140 7 3.63
22 22003 100 3 3.25 44 25007 117 7 3.63
ング授業による効果は認めづらい。図表18は，横軸に PreALTを100とし
たときの AfterALTの指標を表しているので，100を超えている受講生は
論理的思考力が上がっていると判断出来ることになる。全体的にはばらつ
きがあるものの，100を超えている受講生については，成果物の評価も高
いということが言え，プログラミング授業の効果が表れた結果となった。
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図表17　AfterALT 正答数と成果の分布  
n = 44
AfterALT 正答数
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図表18　AfterALT 正答数指標と成果の分布
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７．お わ り に
　前章の考察で述べているように，マクロ的な視点では，プログラミング
授業を受講することによって論理的な思考力に対する一定の効果はあった
と言える。しかし，考察４で指摘しているように，問題への“慣れ”と授
業後すぐに行うことから生じる考えることへの“疲れ”から，問題を解く
姿勢が“雑”になって，正答率は落としている事実はある。学年によって
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プログラミング授業の時間を調整するなどの工夫が必要となろう。次に，
考察３からも言えるように，プログラミング教育環境の違いはあるもの
の，40名程度までのクラスサイズにおいては，クラスサイズに関係なく論
理的思考力の上昇率はあまり変化がないことが証明された。最後に，プロ
グラミング授業の成果物の出来栄えと論理的思考力向上の関係において相
関はないことも分かった。
　プログラミング授業を，ICT社会に適応するための能力向上として捉え
るのか，それとも，論理的思考力向上のための道具として捉えるのか，は
議論の余地があるにせよ，グローバル社会で利用されるコンピュータ言語
の第一ステップを踏み出す非常に適当なツールであると同時に，能動的に
自ら学習する契機として，初等・中等教育で活用しない理由は見つからな
い。
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付表　受講者の PreALTおよび AfterALTの全実施結果
PreALT AfterALT
クラス No. 学年 解答数 正答数 ミス／意味不明 解答数 正答数
ミス／
意味不明
Cls1 N0001 小 4 7 5 2 9 5 4
N0002 小 4 6 3 3 8 5 3
N0003 小 4 5 4 1 8 6 2
N0004 小 6 7 7 0 10 9 1
N0005 小 4 9 6 3 11 7 4
N0006 小 4 5 5 0 6 4 2
Cls2 N0007 小 5 6 5 1 9 3 6
N0008 小 4 6 6 0 9 6 3
N0009 小 4 6 6 0 9 6 3
N0010 小 4 8 7 1 9 6 3
N0011 小 4 6 6 0 7 7 0
N0012 小 4 4 4 0 7 4 3
Cla3 N0013 中 2 9 8 1 14 8 6
N0014 中 2 7 7 0 9 7 2
N0015 中 2 8 7 1 9 8 1
N0016 中 2 8 7 1 11 8 3
N0017 中 2 8 8 0 14 10 4
N0018 中 2 4 4 0 11 10 1
N0019 中 2 6 5 1 12 5 7
N0020 中 2 6 5 1 12 10 2
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N0021 中 2 8 8 0 11 10 1
N0022 中 2 10 10 0 15 11 4
N0023 中 2 9 7 2 10 7 3
N0024 中 2 8 6 2 21 3 18
N0025 中 2 9 7 2 14 10 4
N0026 中 2 6 5 1 10 10 0
N0027 中 2 7 7 0 10 9 1
N0028 中 2 8 8 0 10 9 1
N0029 中 2 8 8 0 11 10 1
N0030 中 2 10 9 1 14 12 2
N0031 中 2 9 7 2 10 8 2
N0032 中 2 9 8 1 10 8 2
N0033 中 2 5 5 0 10 7 3
N0034 中 2 9 9 0 21 14 7
N0035 中 2 10 10 0 10 9 1
N0036 中 2 8 8 0 10 9 1
N0037 中 2 6 5 1 8 8 0
N0038 中 2 7 7 0 11 11 0
N0039 中 2 8 8 0 13 9 4
N0040 中 2 8 8 0 9 8 1
N0041 中 2 8 8 0 11 11 0
N0042 中 2 8 8 0 10 8 2
N0043 中 2 6 6 0 10 5 5
N0044 中 2 8 8 0 12 5 7
N0045 中 2 9 8 1 21 10 11
N0046 中 2 9 8 1 13 9 4
N0047 中 2 9 6 3 14 9 5
N0048 中 2 9 5 4 12 6 6
N0049 中 2 8 8 0 9 7 2
Cls4 N0050 中 2 8 8 0 12 6 6
N0051 中 2 22 10 12 21 11 10
N0052 中 2 7 7 0 10 9 1
N0053 中 2 7 7 0 10 9 1
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N0054 中 2 8 6 2 9 8 1
N0055 中 2 8 6 2 9 5 4
N0056 中 2 9 7 2 12 8 4
N0057 中 2 13 8 5 17 7 10
N0058 中 2 7 5 2 10 8 2
N0059 中 2 10 7 3 11 8 3
N0060 中 2 8 8 0 8 7 1
N0061 中 2 9 9 0 10 8 2
N0062 中 2 9 7 2 13 9 4
N0063 中 2 22 11 11 21 10 11
N0064 中 2 11 8 3 12 8 4
N0065 中 2 9 6 3 12 9 3
N0066 中 2 10 9 1 14 9 5
N0067 中 2 10 8 2 13 9 4
N0068 中 2 8 8 0 8 8 0
N0069 中 2 9 6 3 11 9 2
N0070 中 2 8 8 0 12 9 3
N0071 中 2 8 8 0 10 9 1
N0072 中 2 8 7 1 11 8 3
N0073 中 2 10 7 3 14 8 6
N0074 中 2 12 9 3 14 10 4
N0075 中 2 9 8 1 15 8 7
N0076 中 2 7 7 0 12 12 0
N0077 中 2 9 7 2 12 9 3
N0078 中 2 11 8 3 14 12 2
N0079 中 2 9 8 1 9 8 1
N0080 中 2 12 11 1 15 13 2
N0081 中 2 8 6 2 10 9 1
N0082 中 2 12 11 1 14 9 5
N0083 中 2 8 8 0 10 8 2
N0084 中 2 9 9 0 11 10 1
N0085 中 2 8 8 0 11 11 0
Cls5 N0086 中 2 0 0 0 7 4 3
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N0087 中 2 8 8 0 9 7 2
N0088 中 2 9 9 0 13 8 5
N0089 中 2 3 3 0 4 3 1
N0090 中 2 8 8 0 10 10 0
N0091 中 2 8 8 0 8 8 0
N0092 中 2 8 8 0 12 9 3
N0093 中 2 7 7 0 8 8 0
N0094 中 2 9 9 0 11 9 2
N0095 中 2 12 10 2 14 12 2
N0096 中 2 8 8 0 8 7 1
N0097 中 2 9 8 1 13 10 3
N0098 中 2 8 8 0 12 12 0
N0099 中 2 5 4 1 11 10 1
N0100 中 2 6 6 0 8 7 1
N0101 中 2 9 8 1 11 9 2
N0102 中 2 4 3 1 11 7 4
N0103 中 2 9 7 2 11 8 3
N0104 中 2 8 8 0 10 9 1
N0105 中 2 6 6 0 9 8 1
N0106 中 2 6 5 1 21 12 9
N0107 中 2 8 7 1 10 6 4
N0108 中 2 9 6 3 14 11 3
N0109 中 2 7 7 0 8 8 0
N0110 中 2 6 5 1 10 8 2
N0111 中 2 9 8 1 9 8 1
N0112 中 2 8 7 1 12 6 6
N0113 中 2 9 9 0 14 11 3
N0114 中 2 5 4 1 9 9 0
N0115 中 2 8 8 0 15 12 3
N0116 中 2 9 7 2 12 7 5
N0117 中 2 10 8 2 15 11 4
N0118 中 2 8 8 0 0 0 0
N0119 中 2 8 8 0 11 10 1
初等・中等教育のプログラミング授業における論理的思考力……（斎藤）　91
N0120 中 2 8 8 0 8 7 1
N0121 中 2 8 8 0 14 13 1
Cls6 N0122 中 2 8 8 0 8 7 1
N0123 中 2 8 8 0 12 11 1
N0124 中 2 7 7 0 9 8 1
N0125 中 2 8 8 0 11 8 3
N0126 中 2 8 7 1 10 9 1
N0127 中 2 8 8 0 13 8 5
N0128 中 2 6 5 1 10 8 2
N0129 中 2 7 5 2 16 8 8
N0130 中 2 5 4 1 11 8 3
N0131 中 2 6 6 0 9 7 2
N0132 中 2 10 10 0 10 8 2
N0133 中 2 8 8 0 9 7 2
N0134 中 2 6 6 0 9 8 1
N0135 中 2 8 8 0 10 8 2
N0136 中 2 8 8 0 8 8 0
N0137 中 2 6 6 0 8 7 1
N0138 中 2 8 8 0 10 8 2
N0139 中 2 6 5 1 8 7 1
N0140 中 2 10 10 0 12 11 1
N0141 中 2 6 6 0 9 6 3
N0142 中 2 11 10 1 14 11 3
N0143 中 2 6 6 0 8 5 3
N0144 中 2 6 6 0 7 5 2
N0145 中 2 5 5 0 11 10 1
N0146 中 2 9 6 3 13 9 4
N0147 中 2 6 6 0 9 9 0
N0148 中 2 8 7 1 10 9 1
N0149 中 2 9 8 1 10 8 2
N0150 中 2 8 8 0 12 10 2
N0151 中 2 8 8 0 9 7 2
N0152 中 2 10 8 2 12 9 3
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N0153 中 2 9 9 0 9 9 0
N0154 中 2 9 8 1 10 10 0
N0155 中 2 6 6 0 10 8 2
N0156 中 2 10 10 0 14 10 4
N0157 中 2 6 6 0 12 12 0
N0158 中 2 6 6 0 8 6 2
Cls7 N0159 中 2 7 7 0 9 8 1
N0160 中 2 8 8 0 10 10 0
N0161 中 2 7 7 0 10 7 3
N0162 中 2 6 5 1 12 9 3
N0163 中 2 8 8 0 11 8 3
N0164 中 2 8 8 0 11 10 1
N0165 中 2 6 6 0 12 6 6
N0166 中 2 8 7 1 12 9 3
N0167 中 2 8 8 0 7 6 1
N0168 中 2 9 7 2 14 11 3
N0169 中 2 10 9 1 9 8 1
N0170 中 2 6 6 0 9 8 1
N0171 中 2 6 6 0 10 8 2
N0172 中 2 7 7 0 9 7 2
N0173 中 2 6 6 0 10 5 5
N0174 中 2 8 8 0 10 9 1
N0175 中 2 8 8 0 9 7 2
N0176 中 2 7 7 0 9 8 1
N0177 中 2 9 9 0 14 10 4
N0178 中 2 5 5 0 8 8 0
N0179 中 2 5 5 0 8 7 1
N0180 中 2 8 8 0 13 10 3
N0181 中 2 7 7 0 12 10 2
N0182 中 2 9 7 2 13 9 4
N0183 中 2 9 9 0 13 12 1
N0184 中 2 6 4 2 10 8 2
N0185 中 2 7 7 0 8 7 1
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N0186 中 2 10 10 0 14 11 3
N0187 中 2 6 6 0 8 5 3
N0188 中 2 9 9 0 11 9 2
N0189 中 2 8 8 0 12 11 1
N0190 中 2 8 7 1 15 5 10
N0191 中 2 9 8 1 8 8 0
N0192 中 2 8 7 1 10 9 1
N0193 中 2 8 8 0 12 10 2
Cls8 N0194 中 3 6 6 0 8 8 0
N0195 中 3 4 4 0 7 7 0
N0196 中 3 7 7 0 5 5 0
N0197 中 3 6 6 0 6 6 0
N0198 中 3 8 5 3 8 7 1
N0199 中 3 9 7 2 8 6 2
N0200 中 3 8 8 0 7 7 0
N0201 中 3 6 6 0 5 3 2
N0202 中 3 5 4 1 7 6 1
N0203 中 3 6 6 0 6 5 1
N0204 中 3 5 4 1 4 3 1
N0205 中 3 7 6 1 7 7 0
N0206 中 3 8 5 3 9 5 4
N0207 中 3 9 9 0 9 8 1
N0208 中 3 7 5 2 9 7 2
N0209 中 3 4 4 0 4 3 1
N0210 中 3 3 3 0 4 4 0
N0211 中 3 8 8 0 9 9 0
N0212 中 3 7 6 1 8 3 5
N0213 中 3 6 6 0 6 5 1
N0214 中 3 6 6 0 6 4 2
N0215 中 3 6 5 1 9 6 3
N0216 中 3 5 4 1 6 6 0
N0217 中 3 8 7 1 9 8 1
Cls9 N0218 中 3 5 3 2 8 6 2
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N0219 中 3 6 6 0 6 6 0
N0220 中 3 8 7 1 9 5 4
N0221 中 3 9 8 1 9 4 5
N0222 中 3 7 7 0 8 8 0
N0223 中 3 5 3 2 6 3 3
N0224 中 3 5 5 0 6 5 1
N0225 中 3 6 5 1 6 6 0
N0226 中 3 3 3 0 7 4 3
N0227 中 3 4 3 1 5 3 2
N0228 中 3 9 3 6 10 5 5
N0229 中 3 6 5 1 7 7 0
N0230 中 3 8 7 1 9 9 0
N0231 中 3 8 5 3 7 4 3
N0232 中 3 4 3 1 6 1 5
N0233 中 3 7 4 3 9 6 3
N0234 中 3 6 6 0 5 4 1
N0235 中 3 6 6 0 8 8 0
N0236 中 3 5 4 1 6 5 1
N0237 中 3 8 6 2 8 6 2
N0238 中 3 7 5 2 9 3 6
N0239 中 3 5 5 0 6 4 2
N0240 中 3 5 5 0 7 6 1
N0241 中 3 7 4 3 7 3 4
Cls10 N0242 中 3 6 6 0 7 7 0
N0243 中 3 8 6 2 9 9 0
N0244 中 3 7 7 0 3 3 0
N0245 中 3 6 6 0 9 4 5
N0246 中 3 6 6 0 6 6 0
N0247 中 3 7 7 0 5 5 0
N0248 中 3 7 7 0 7 7 0
N0249 中 3 8 8 0 9 9 0
N0250 中 3 9 9 0 9 9 0
N0251 中 3 7 7 0 6 6 0
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N0252 中 3 6 6 0 7 7 0
N0253 中 3 6 6 0 7 7 0
N0254 中 3 4 3 1 5 2 3
N0255 中 3 6 3 3 7 1 6
N0256 中 3 9 9 0 9 9 0
N0257 中 3 8 7 1 10 9 1
N0258 中 3 8 8 0 5 5 0
N0259 中 3 5 5 0 7 6 1
N0260 中 3 7 7 0 8 8 0
N0261 中 3 9 9 0 9 9 0
N0262 中 3 9 9 0 9 9 0
N0263 中 3 6 6 0 7 7 0
Cls11 N0264 中 3 4 2 2 5 4 1
N0265 中 3 6 5 1 7 6 1
N0266 中 3 5 5 0 7 5 2
N0267 中 3 6 6 0 7 7 0
N0268 中 3 5 5 0 7 4 3
N0269 中 3 6 6 0 6 5 1
N0270 中 3 7 7 0 8 8 0
N0271 中 3 5 5 0 5 5 0
N0272 中 3 5 5 0 6 5 1
N0273 中 3 3 3 0 6 6 0
N0274 中 3 6 6 0 8 8 0
N0275 中 3 4 4 0 3 3 0
N0276 中 3 7 5 2 7 4 3
N0277 中 3 7 6 1 7 6 1
N0278 中 3 8 8 0 8 7 1
N0279 中 3 7 7 0 6 6 0
N0280 中 3 6 5 1 6 5 1
N0281 中 3 9 9 0 9 8 1
N0282 中 3 9 5 4 8 5 3
N0283 中 3 9 7 2 10 8 2
N0284 中 3 7 7 0 6 6 0
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N0285 中 3 6 5 1 7 6 1
N0286 中 3 7 7 0 7 5 2
N0287 中 3 6 5 1 6 4 2
Cls12 N0288 高 1 5 5 0 7 7 0
N0289 高 1 6 6 0 7 7 0
N0290 高 1 4 4 0 6 5 1
N0291 高 1 9 0 9 7 1 6
N0292 高 1 4 3 1 5 5 0
N0293 高 1 5 4 1 6 4 2
N0294 高 1 6 6 0 8 7 1
N0295 高 1 7 7 0 8 8 0
N0296 高 1 4 4 0 6 2 4
N0297 高 1 5 4 1 6 4 2
N0298 高 1 4 3 1 4 3 1
N0299 高 1 6 6 0 8 8 0
N0300 高 1 3 3 0 6 5 1
N0301 高 1 5 5 0 6 6 0
N0302 高 1 4 4 0 6 5 1
N0303 高 1 4 4 0 6 5 1
N0304 高 1 4 4 0 4 4 0
N0305 高 1 4 4 0 3 3 0
N0306 高 1 5 5 0 4 4 0
N0307 高 1 6 6 0 6 5 1
N0308 高 1 5 5 0 4 3 1
N0309 高 1 5 4 1 5 5 0
N0310 高 1 3 3 0 5 5 0
N0311 高 1 5 4 1 7 4 3
Cls13 N0312 高 1 3 3 0 6 6 0
N0313 高 1 2 2 0 5 4 1
N0314 高 1 8 8 0 7 6 1
N0315 高 1 5 5 0 7 7 0
N0316 高 1 4 4 0 5 3 2
N0317 高 1 7 5 2 7 6 1
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N0318 高 1 5 3 2 6 5 1
N0319 高 1 8 8 0 8 8 0
N0320 高 1 4 4 0 8 7 1
N0321 高 1 3 3 0 6 4 2
N0322 高 1 0 0 0 5 3 2
N0323 高 1 2 2 0 8 8 0
N0324 高 1 7 7 0 6 6 0
N0325 高 1 0 0 0 5 4 1
N0326 高 1 6 6 0 8 8 0
N0327 高 1 4 4 0 3 2 1
Cls14 N0328 高 1 6 3 3 7 6 1
N0329 高 1 6 5 1 7 4 3
N0330 高 1 6 5 1 6 6 0
N0331 高 1 6 6 0 6 5 1
N0332 高 1 6 4 2 6 3 3
N0333 高 1 7 7 0 6 6 0
N0334 高 1 7 5 2 7 5 2
N0335 高 1 6 5 1 6 4 2
N0336 高 1 6 4 2 7 3 4
N0337 高 1 9 9 0 9 9 0
N0338 高 1 5 4 1 7 5 2
N0339 高 1 6 5 1 8 4 4
N0340 高 1 5 5 0 4 3 1
N0341 高 1 5 3 2 7 4 3
N0342 高 1 5 5 0 6 6 0
N0343 高 1 6 4 2 9 7 2
N0344 高 1 8 6 2 6 5 1
N0345 高 1 4 3 1 6 6 0
N0346 高 1 8 7 1 10 8 2
N0347 高 1 5 5 0 7 4 3
N0348 高 1 6 4 2 7 7 0
N0349 高 1 4 4 0 6 1 5
N0350 高 1 5 5 0 7 6 1
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Cls15 N0351 高 1 6 6 0 6 4 2
N0352 高 1 6 5 1 6 6 0
N0353 高 1 6 6 0 6 6 0
N0354 高 1 5 5 0 7 6 1
N0355 高 1 2 2 0 5 4 1
N0356 高 1 6 6 0 7 7 0
N0357 高 1 4 3 1 4 1 3
N0358 高 1 9 8 1 9 3 6
N0359 高 1 7 6 1 8 5 3
N0360 高 1 3 3 0 4 4 0
N0361 高 1 4 4 0 6 5 1
N0362 高 1 5 5 0 9 6 3
N0363 高 1 8 7 1 9 4 5
N0364 高 1 4 4 0 6 5 1
N0365 高 1 6 5 1 6 6 0
N0366 高 1 3 3 0 6 4 2
N0367 高 1 8 5 3 8 2 6
N0368 高 1 7 6 1 8 6 2
N0369 高 1 5 5 0 7 7 0
N0370 高 1 9 4 5 6 4 2
N0371 高 1 7 4 3 7 6 1
N0372 高 1 7 7 0 7 5 2
N0373 高 1 9 0 9 10 3 7
Cls16 N0374 高 1 6 6 0 5 5 0
N0375 高 1 3 3 0 3 3 0
N0376 高 1 5 5 0 5 5 0
N0377 高 1 7 6 1 5 4 1
N0378 高 1 7 7 0 7 7 0
N0379 高 1 5 4 1 5 2 3
N0380 高 1 6 4 2 5 4 1
N0381 高 1 4 4 0 4 3 1
N0382 高 1 5 5 0 6 6 0
N0383 高 1 6 5 1 7 5 2
初等・中等教育のプログラミング授業における論理的思考力……（斎藤）　99
N0384 高 1 5 3 2 4 3 1
N0385 高 1 7 4 3 4 4 0
N0386 高 1 6 4 2 7 5 2
N0387 高 1 6 5 1 3 3 0
N0388 高 1 7 4 3 7 4 3
N0389 高 1 7 6 1 8 6 2
N0390 高 1 4 4 0 5 4 1
N0391 高 1 6 6 0 6 6 0
N0392 高 1 9 5 4 9 7 2
N0393 高 1 5 5 0 6 6 0
N0394 高 1 7 4 3 8 6 2
N0395 高 1 6 6 0 6 6 0
N0396 高 1 6 5 1 7 6 1
N0397 高 1 6 3 3 6 3 3
Cls17 N0398 高 1 2 2 0 5 2 3
N0399 高 1 6 6 0 7 7 0
N0400 高 1 6 6 0 6 6 0
N0401 高 1 9 9 0 6 4 2
N0402 高 1 5 5 0 7 7 0
N0403 高 1 6 6 0 7 6 1
N0404 高 1 7 4 3 9 6 3
N0405 高 1 7 7 0 8 8 0
N0406 高 1 6 5 1 9 7 2
N0407 高 1 6 5 1 5 4 1
N0408 高 1 5 3 2 8 4 4
N0409 高 1 6 6 0 6 6 0
N0410 高 1 6 4 2 6 5 1
N0411 高 1 8 8 0 7 7 0
N0412 高 1 5 5 0 6 3 3
N0413 高 1 6 5 1 7 4 3
N0414 高 1 6 5 1 6 3 3
N0415 高 1 6 5 1 7 7 0
N0416 高 1 5 3 2 6 4 2
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N0417 高 1 8 8 0 7 7 0
N0418 高 1 9 6 3 9 6 3
N0419 高 1 5 4 1 5 3 2
N0420 高 1 7 7 0 8 8 0
Cls18 N0421 小 3 6 3 3 9 3 6
N0422 小 4 9 8 1 10 10 0
N0423 小 4 6 6 0 8 8 0
N0424 小 4 5 4 1 9 7 2
N0425 小 4 4 4 0 7 4 3
Cls19 N0426 小 4 5 5 0 0 0 0
N0427 小 5 0 0 0 8 6 2
N0428 小 4 8 6 2 10 4 6
N0429 小 6 6 5 1 10 5 5
N0430 小 3 4 3 1 7 6 1
N0431 小 5 5 5 0 7 6 1
N0432 小 4 6 6 0 5 4 1
N0433 小 6 10 7 3 12 9 3
Cls20 N0434 小 3 10 4 6 8 2 6
N0435 小 4 10 7 3 0 0 0
N0436 小 3 5 2 3 0 0 0
N0437 小 4 8 7 1 7 6 1
N0438 小 4 7 4 3 5 4 1
N0439 小 4 6 4 2 5 4 1
N0440 小 4 9 8 1 7 6 1
N0441 小 4 5 4 1 5 5 0
Cls21 N0442 小 4 11 5 6 15 7 8
N0443 小 6 7 5 2 11 5 6
N0444 小 5 9 5 4 18 7 11
N0445 小 4 14 5 9 13 2 11
N0446 小 6 12 5 7 0 0 0
N0447 小 3 6 3 3 12 5 7
N0448 小 4 7 5 2 6 6 0
N0449 小 5 5 4 1 5 3 2
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Cls22 N0450 小 2 4 3 1 3 3 0
N0451 小 3 5 3 2 8 3 5
N0452 小 2 5 3 2 6 3 3
N0453 小 4 8 3 5 7 4 3
N0454 小 3 6 2 4 6 2 4
N0455 小 2 3 2 1 8 1 7
Cls23 N0456 小 4 9 6 3 8 5 3
N0457 小 4 15 9 6 12 10 2
N0458 小 4 7 5 2 7 5 2
N0459 小 4 0 0 0 4 4 0
N0460 小 5 5 4 1 7 5 2
N0461 小 5 12 4 8 16 11 5
N0462 小 3 0 0 0 6 5 1
Cls24 N0463 小 2 6 3 3 6 3 3
N0464 小 3 8 6 2 10 7 3
N0465 小 2 6 4 2 7 6 1
N0466 小 2 5 2 3 7 6 1
N0467 小 4 10 6 4 9 6 3
N0468 小 3 7 5 2 8 5 3
N0469 小 2 10 1 9 11 4 7
N0470 小 4 0 0 0 8 6 2
Cls25 N0471 小 6 8 7 1 9 8 1
N0472 小 4 9 5 4 12 8 4
N0473 小 4 0 0 0 14 8 6
N0474 小 4 14 10 4 14 9 5
N0475 小 4 9 6 3 10 7 3
N0476 小 4 8 6 2 10 5 5
N0477 小 5 8 5 3 10 7 3
N0478 小 3 7 6 1 10 7 3
Cls26 N0479 高 1 8 7 1 8 6 2
N0480 高 1 6 6 0 9 7 2
N0481 高 1 9 5 4 8 6 2
N0482 高 1 12 8 4 14 10 4
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N0483 高 1 9 7 2 14 10 4
N0484 高 1 12 7 5 16 8 8
N0485 高 1 7 4 3 12 7 5
N0486 高 1 6 4 2 11 6 5
N0487 高 1 7 7 0 10 6 4
N0488 高 1 7 7 0 9 8 1
N0489 高 1 9 8 1 10 7 3
N0490 高 1 7 7 0 9 9 0
